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「
預
け
銀
」
の
実
態 

 

小 

田 
 
 

忠 

     

古
文
書
に
と
き
た
ま
〈
預
け
銀
〉
と
云
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
あ
ま
り
気
に
も

か
け
な
か
っ
た
が
、
帯
屋
喜
兵
衛
家
の
「
金
銀
出
入
帳
」
 
（
１
）

に
預
け
銀
の
利
息
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
利
息
が
あ
る
こ
と
は
、
金
銀
を
貸
付
け
て
い
た
結
果
で
あ
る
。

預
け
銀
と
貸
付
銀
は
意
味
が
同
一
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
預
り
銀
と
借
入
銀
と

の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。
国
語
の
解
釈
で
、
預
り
は
、
預
か
る

だ
け
。
借
入
は
、
借
り
入
れ
る
こ
と
。
借
り
る
は
、
他
人
の
も
の
を
あ
と
で
返
す

約
束
で
使
う
。
貸
付
の
意
味
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
預
り
金
は
、
借
り
た
金
。
綿

密
な
意
味
合
い
で
は
〈
預
り
〉
と
〈
借
り
〉
は
異
な
る
筈
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
物
が
大
量
生
産
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
、
銭
・
扇
子
・
米
・
味
噌
・

子
供
・
箪
笥
の
六
項
目
を
預
か
る
・
借
り
る
を
検
証
し
て
み
る
。 

 

銭
を
預
か
る
、
銭
を
借
り
る
、
両
方
共
成
立
す
る
。
子
供
を
借
り
る
と
は
余
程

の
事
が
な
い
限
り
云
わ
な
い
が
、
隣
に
用
事
が
あ
っ
て
預
か
る
場
合
が
あ
る
、
箪

笥
も
同
じ
で
、
隣
家
の
改
築
に
際
し
預
か
る
。
米
・
味
噌
の
食
料
品
に
つ
い
て
は
、

預
か
る
と
は
云
わ
な
い
。
米
・
味
噌
は
消
費
さ
れ
る
物
だ
か
ら
借
り
る
の
で
あ
る
。

扇
子
は
た
ま
た
ま
自
分
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
か
ら
、
借
り
る
場
合
も
あ
る
。

貴
重
な
扇
子
を
預
か
る
場
合
も
あ
る
。 

 

〈
借
り
る
〉
と
云
う
言
葉
に
は
消
費
と
か
使
用
す
る
目
的
が
あ
る
。
銭
を
〈
預

か
る
〉
と
言
っ
た
場
合
は
、
自
分
か
ら
言
い
出
し
た
言
葉
で
は
な
い
。
し
か
し
、

銭
を
〈
借
り
る
〉
と
云
っ
た
場
合
は
、
自
己
の
強
い
意
志
が
働
い
て
い
る
。
大
名

貸
し
証
文
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
借
入
文
書
は
、
〈
預
り
申
一
札
之
事
〉
〈
預
り

申
銀
子
之
事
〉
と
云
っ
た
文
言
が
多
い
。
何
故
〈
借
用
〉
〈
借
入
〉
〈
借
銀
〉
の
文

字
を
忌
避
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
傾
向
は
士
農
工
商
で
云
え
ば
、
農
工
商
よ
り

も
士
に
高
い
。
特
別
な
理
由
は
な
い
が
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
〈
儒
教
〉
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
〈
体
面
〉
や
〈
恥
〉
が
〈
借
り
る
〉
行
為
と
対
決
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ



 232

れ
る
。 

 

と
り
わ
け
士
が
体
面
を
重
ん
じ
た
。
だ
か
ら
〈
借
用
〉
や
〈
借
銀
〉
な
ど
の

〈
借
〉
を
か
た
く
な
に
拒
み
、
体
面
を
活
か
す
〈
預
り
〉
の
言
葉
は
響
き
も
よ
い
。

幸
い
、
取
引
の
実
態
に
お
構
い
な
く
、
書
面
に
忌
避
す
べ
き
文
字
が
な
け
れ
ば
社

会
的
に
問
題
が
な
か
っ
た
。
一
方
、
金
を
貸
す
方
は
体
裁
に
関
係
な
く
、
金
を
稼

げ
れ
ば
文
句
が
な
い
、
銭
の
貸
手
は
利
息
が
と
れ
れ
ば
よ
い
、
銭
の
借
手
は
「
こ

ち
ら
は
銭
を
預
か
っ
て
い
る
ん
だ
」
、
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
一

つ
の
関
係
を
作
っ
た
。 

 

〈
預
り
〉
に
は
儒
教
精
神
の
一
面
が
あ
っ
た
が
、
〈
預
け
る
〉
意
味
は
、
純
粋
に

物
を
預
け
る
意
味
だ
け
で
、
当
方
の
都
合
で
物
を
預
け
る
の
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
も

発
生
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。 

 

広
辞
苑
第
三
版
の

 

（
２
）

解
釈
で
は 

預
銀
（
あ
ず
け
が
ね
）
い
つ
で
も
返
済
を
請
求
で
き
る
と
い
う
契
約
の
も
と
に

無
利
子
で
あ
ず
け
る
金
銭
。 

 

こ
こ
で
は
契
約
と
云
う
言
葉
が
介
在
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
が
通
常
〈
友
人
と

の
口
約
束
〉
を
交
わ
す
意
味
で
も
同
じ
で
あ
る
。
元
々
自
分
の
金
を
必
要
な
事
が

あ
っ
て
預
け
る
か
ら
無
利
子
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 

 

明
解
古
語
辞
典
の

 

（
３
）

預
け
銀
（
あ
づ
け
ぎ
ん
）
請
求
次
第
返
済
の
約
束
で
貸
し
た

金 

こ
の
意
味
も
満
足
で
き
る
。 

 

預
け
銀
の
基
本
的
な
性
格
は
、
た
だ
単
に
預
け
、
利
子
が
付
か
ず
、
書
面
に
よ

る
契
約
な
ど
な
く
、
返
済
を
希
望
す
る
時
は
い
つ
で
も
預
け
銀
を
返
済
し
て
も
ら

え
た
の
が
最
初
の
形
で
あ
る
。
同
じ
広
辞
苑
第
三
版
に
次
の
解
釈
も
あ
る
。 

あ
ず
か
り
が
ね
〈
預
銀
〉
貸
主
の
請
求
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
返
済
す
る
約
束

で
借
り
た
金
銭
。
徳
川
幕
府
の
令
で
は
無
利
子
の
借
銀
を
預
銀
と
い
う
定
め

だ
が
、
一
般
に
は
利
子
を
と
っ
て
期
間
を
定
め
な
い
も
の
を
い
っ
た
。 

江
戸
時
代
の
い
つ
頃
か
ら
期
間
を
定
め
た
り
、
利
子
率
を
定
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
二
点
が
問
題
で
あ
る
。
同
様
の
指
摘
は
、 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
西
鶴
集
』、
世
間
胸
算
用
の

 

（
４
）

頭
注
に
は
無
期
限
・
無
利

息
で
金
銭
を
貸
す
こ
と
。
た
だ
し
無
利
息
は
原
則
で
、
手
形
に
利
息
を
書
入

れ
る
場
合
も
あ
る
。 

江
戸
時
代
に
は
証
書
を
作
成
す
る
場
合
も
あ
る
し
、
証
書
が
な
く
金
を
貸
す
場
合

も
あ
る
。
同
じ
金
を
貸
し
出
す
場
合
、
証
書
を
作
成
し
た
方
が
証
書
が
無
い
場
合

よ
り
利
率
が
安
い
の
は
一
般
的
で
あ
る
。
理
由
は
証
書
と
い
う
保
証
が
存
在
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
担
保
を
と
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
利
率
が
異
な

る
の
と
同
様
の
事
で
あ
る
。 

 

一
、
帯
屋
喜
兵
衛
家
の
「
金
銀
出
入
帳
」
の
詳
細 

 

帯
屋
喜
兵
衛
家
の
「
金
銀
出
入
帳
」
の
内
容
は
、
字
義
ど
お
り
金
銀
の
貸
付
け

と
回
収
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
回
収
金
銀
は
利
子
部
分
と
貸
付
け
金
銀
・
そ
の
他

に
よ
る
。
回
収
金
銀
は
種
々
あ
っ
て
、
〈
家
質
〉
〈
田
畑
の
質
〉
〈
三
味
線
・
琴
〉

〈
古
道
具
株
〉
〈
砂
金
石
玉
〉
〈
道
具
代
銀
〉
〈
預
け
銀
〉
〈
家
賃
銀
〉
。 

 

な
に
が
し
か
の
抵
当
を
取
っ
て
貸
付
け
る
の
は
、
家
・
田
畑
・
道
具
類
・
株
札

な
ど
で
あ
る
。
紙
切
れ
一
枚
で
金
を
貸
す
〈
預
け
銀
〉
の
方
法
が
あ
る
。
預
け
銀
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は
、
懇
意
の
両
替
屋
に
預
け
て
も
利
子
が
付
か
な
い
。
し
か
し
、
知
り
合
い
で
身

元
確
か
な
商
売
人
を
調
査
し
て
金
を
預
け
、
証
文
を
交
わ
し
て
利
息
を
と
る
方
法

で
あ
る
。
こ
の
方
法
の
利
点
は
、
浮
い
た
お
金
を
手
軽
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
家
質
の
よ
う
に
面
倒
臭
い
手
続
き
は
不
要
で
あ
る
。
預
け
る
方
も

預
か
る
側
も
手
軽
と
利
便
さ
が
売
り
物
だ
が
、
不
利
な
点
は
倒
産
な
ど
に
合
え
ば
、

抵
当
が
な
い
か
ら
大
き
な
損
失
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。 

 

文
政
十
二
年
「
金
銀
出
入
帳
」

 

（
５
） 

若
江
屋
与
三
次 

 
 

月
三
拾
三
匁
定
メ 

一
三
百
八
拾
匁
壱
分
五
り 

右
ハ
未
年

亥
年
迄
之
利
滞
り 

但
シ
亥
正
月

證
文
替
候
ニ
付
右
滞
別
紙
無
利
息
之
證
文
ニ
致
シ
置
候 

一
六
貫
百
五
拾
弐
文 

代
五
拾
七
匁
八
分
三
り 
子
年
利
銀
滞
り 

か
し 

二
月
十
四
日
ニ 

 
 

丑
ノ
正
月
分 
 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

取 

三
月
晦
日 

 
 
 
 

二
三
月
分
ノ
内
へ 

 
 

一
六
貫
文 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
五
拾
五
匁
五
分 

請
取 

八
月
二
日 

 
 
 
 

四
五
月
分
ノ
内
へ 

 
 

一
六
拾
弐
匁 

請
取 

十
月
四
日
ニ 

 
 
 

六
七
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
し
金
ニ
而
取 

請
取 

十
一
月
十
五
ニ 

 
 

八
月
分 

 
 
 
 
 
 

一
三
貫
五
百
文 

請
取 

十
二
月
十
七
日 

 
 

九
月
分
取 

 
 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

〆 一
百
拾
四
匁 

右
ハ
丑
年
利
銀
滞
り 

か
し 

但
し
正
月

十
二
月
迄 

寅
正
月
十
八
日 

 
 

十
月
分
取 

 
 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引
残
り
八
拾
壱
匁 

か
し 

〆
三
百
拾
五
匁
五
分
入 

 

寅
三
月
二
日 

 
 
 

寅
正
月
分
取 

 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

同
閏
三
月
十
一
日
ニ 

同
二
月
分
取 

 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

四
月
十
三
日
ニ 

 
 

同
三
月
分
取 

 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

八
月
晦
日 

 
 
 
 

閏
三
四
月
分 

但
し
淡
作

取 

 
 

一
六
拾
六
匁 

十
月
六
日
ニ 

 
 
 

五
月
分
取 

 
 
 
 
 

一
三
貫
三
百
文 

十
二
月
四
日 

 
 
 

六
月
分 

 
 
 
 
 
 

一
金
弐
歩 

代
三
拾
弐
匁 

十
二
月
晦
日 

 
 
 

七
月
分 

 
 
 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

〆
弐
百
六
拾
匁
四
分
入 

残
り
百
六
拾
八
匁
六
分 

寅
正
月

十
二
月
迄 

か
し 

内
八
拾
壱
匁 

丑

年
か
し 

二
口
〆
弐
百
四
拾
九
匁
六
分 

か
し 

 
 
 
 
 
 
 

内
五
拾
七
匁
八
分

三
り 

子
年
か
し 

惣
〆
三
百
七
匁
四
分
三
り 

二
月
晦
日 

 
 
 
 

卯
正
月
分 

 
 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

同 
 
 
 
 
 
 
 

二
月
分 

 
 
 
 
 
 

一
三
拾
三
匁 

五
月
四
日
ニ 

 
 
 

三
四
月 

 
 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

七
月
十
四
日 

 
 
 

五
六
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

九
月
十
四
ニ 

 
 
 

七
八
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

十
一
月
十
五
日
ニ 

 

九
十
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 
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十
二
月
晦
日 

 
 
 

十
一
十
二
月
分 

 
 
 

一
六
拾
六
匁 

〆
三
百
三
拾
匁 

内
六
拾
六
匁 

三
月
廿
日
ニ 

 
 
 
 

正
二
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

五
月
四
日
ニ 

 
 
 
 

三
四
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

八
月
七
日
ニ 

 
 
 
 

五
六
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
六
貫
九
百
文 

九
月
八
日 

 
 
 
 
 

七
八
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
六
貫
九
百
文 

十
月
晦
日 

 
 
 
 
 

九
十
月
分 

 
 
 
 
 

一
六
拾
六
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
六
貫
九
百
文 

十
二
月
晦
日 

 
 
 
 

十
一
閏
十
一
十
二
月
分 

一
九
拾
九
匁 

〆 巳
三
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四
貫
文 

 
 

請
取 

五
月
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
貫
文 

 
 

請
取 

七
月
十
四
日
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
貫
文 

 
 

請
取 

九
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
貫
文 

 
 

請
取 

十
一
月
十
九
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
貫
文 

 
 

請
取 

十
二
月
晦
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
貫
文 

 
 

請
取 

〆
三
拾
九
貫
文
入 

残
り
三
貫 

巳
年
正
二
之
内
ニ
而
か
し 

 

内
三
百
七
匁
四
分
三
り 

子
年


寅
年
迄
か
し 

〆 

午
三
月
二
日 
 
 
 
 

正
二
月
分
取 

 
 
 
 

一
七
貫
文 

四
月
晦
日 

 
 
 
 
 

三
四
月
分
内
取 

 
 
 

一
五
貫
文 

七
月
十
四
日 

 
 
 
 

五
六
月
分
内
取 

 
 
 

一
六
貫
文 

十
二
月
晦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
金
壱
両 

銭
弐
百 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
七
貫
文 

請
取 

九
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
貫
文 

受
取 

 

少
し
長
い
が
預
け
銀
の
利
息
返
済
と
、
元
銀
の
在
り
方
を
引
用
す
る
こ
と
に
し

た
。
子
年
丑
年
寅
年
の
利
息
が
滞
っ
て
い
た
り
、
利
息
の
金
種
に
金
貨
だ
っ
た
り
、

銭
で
返
済
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
銀
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
特
殊
な
問
題

で
は
な
く
、
日
常
的
な
話
で
あ
る
。
預
け
主
は
、
利
息
が
滞
れ
ば
利
息
だ
け
で
も

返
済
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
る
。
金
を
借
り
て
い
る
方
は
、
返
済
を
前
向
き
に
履

行
す
る
と
、
相
対
で
利
息
の
用
捨
、
元
銀
の
年
賦
、
安
い
利
率
の
適
用
な
ど
預
け

銀
の
返
済
に
つ
い
て
様
々
な
方
法
が
あ
っ
た
。 

 

若
江
屋
与
三
次

 
 

（
６
） 

但
し
年
賦 

月
拾
五
匁 

定
メ 

借
付
銀
三
貫
匁
有
之
候
所
利
壱
貫
六
百
八
拾
匁
戌
八
月
迄
ニ
滞
り
有
之
候
所

会
所
可
兵
衛
来
り
金
五
両
差
入
利
滞
り
用
捨
致
シ
元
銀
月
拾
五
匁
ツ
ゝ
之
年

賦
致
呉
候
様
相
頼
ミ
候
ニ
付
相
対
い
た
し
同
年
八
月

年
賦
初
り
候 

一
三
拾
三
貫
百
拾
一
文 

戌
八
月

子
十
二
月
迄
入
高 

一
拾
弐
貫
百
拾
一
文 

 

同
戌
八
月

子
十
二
月
迄
滞
り
か
し 

但
し
八
ヶ

月
分
か
し 

丑
ノ
二
月
十
四
日
ニ 

 

丑
ノ
正
月
分 

 
 
 
 

拾
五
匁 

取 
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同
八
月
二
日 

 
 
 
 

二
三
月
分
入 

 
 
 
 

一
三
拾
匁 

同
十
月
四
日
ニ 

 
 
 

四
五
月
分
入 

 
 
 
 

一
金
弐
歩 

代
三
拾
弐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

匁
弐
分
四
り 

同
十
二
月
十
七
日 

 
 

六
月
分
入 

 
 
 
 
 

一
拾
五
匁 

〆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
九
拾
弐
匁
弐
分
五
り 

右
ハ
丑
正
月

十
二
月
迄
入
高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
八
拾
七
匁
七
分
五
り 

寅
正
月
十
八
日 

 
 
 

七
月
分
取 

 
 
 
 

一
壱
貫
五
百
文 

〆
拾
貫
七
百
廿
五
文
入 

寅
三
月
十
一
日 

 
 
 

寅
正
月
分
取 

 
 
 
 

一
壱
貫
五
百
文 

八
月
晦
日 

 
 
 
 
 

二
三
月
分 

但
し
淡
作

取 

一
三
貫
文 

十
月
七
日
ニ 

 
 
 
 

閏
三
月
分
取 
 
 
 
 

一
壱
貫
五
百
文 

十
二
月
四
日 

 
 
 
 

四
月
分
取 
 
 
 
 
 

一
壱
貫
五
百
文 

十
二
月
晦
日 

 
 
 
 

五
月
分 

 
 
 
 
 
 

一
壱
貫
五
百
文 

〆
九
貫
文
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
金
壱
歩 

請
取 

卯
十
二
月
晦
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
弐
貫
文 

請
取 

〆
三
貫
七
百
文
入 

辰
五
月
四
日
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四
貫
文 

請
取 

八
月
七
日
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
弐
貫
文 

請
取 

九
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
弐
貫
文 

請
取 

辰
十
二
月
晦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
銀
十
三
匁 

請
取 

〆
九
貫
三
百
文
入 

 

こ
の
預
け
銀
で
は
、
は
っ
き
り
借
り
手
側
に
対
し
て
、
〈
借
付
銀
〉
と
書
い
て
い

る
。
利
息
も
滞
り
、
会
所
の
可
兵
衛
が
来
て
、
金
五
両
を
差
し
入
れ
た
。
戌
の
八

月
は
、
天
保
九
年
で
あ
る
。
『
両
替
年
代
記
関
鍵 

考
証
編
』
の
大
阪
の
金
銭
相
場

並
米
相
場
毎
年
最
高
最
低
平
均
表
で
は
、
金
相
場
の
平
均
は
、
金
一
両
が
銀
六
十

匁
一
厘
で
あ
る
。
銀
六
十
匁
一
厘
を
金
五
両
で
掛
け
る
と
、
銀
三
百
匁
五
厘
に
な

る
。 

 

借
付
銀
三
貫
匁
の
利
息
が
壱
貫
六
百
八
拾
匁
も
滞
り
、
悩
ん
で
い
た
時
に
、
可

兵
衛
が
金
五
両
を
支
払
っ
た
。
帯
屋
は
壱
貫
三
百
八
十
匁
を
用
捨
し
た
。
そ
し
て
、

相
対
で
頼
み
月
々
銀
十
五
匁
の
年
賦
返
済
に
な
っ
た
。
当
時
の
解
決
方
法
と
し
て

鷹
揚
な
一
面
も
感
じ
る
。
戌
の
八
月
以
降
に
銀
十
五
匁
の
返
済
に
な
っ
て
い
る
の

に
、
丑
十
月
十
四
日
に
金
二
歩
を
返
済
し
た
。
こ
の
日
の
金
相
場
で
は
、
代
三
拾

弐
匁
弐
分
四
り
と
な
り
、
二
ヶ
月
分
返
済
し
た
。
弐
匁
弐
分
四
り
だ
け
多
い
が
全

く
意
に
介
さ
な
い
。
金
額
が
多
少
多
い
少
な
い
が
あ
っ
て
も
関
係
な
い
。
一
年
間

な
り
、
節
季
毎
に
計
算
し
て
相
手
と
話
し
合
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
。 

 

安
政
四
年
「
金
銀
出
入
帳
」

 

（
７
） 

 

田
辺
屋
幸
兵
衛 

 
預
ヶ
金
弐
拾
両 

仏
壇
二
棹 

 

同
一
両
三
分
弐
朱 

 
浄
瑠
璃
三
味
線
一
丁 

 

同 
 

三
分
弐
朱 

砂
金
石
玉
一
ツ 
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伊
丹
屋
幸
助 

嘉
永
六
丑
年
十
二
月 

預
銀
四
貫
六
拾
八
匁 

利
息
月
銀
四

拾
匁
六
分
八
リ
ン
定 

三
月
四
日 

 

一
銀
八
拾
壱
匁
三
分
六
り 

 

巳
正
二
月
分
取 

五
月
六
日 

 

一
銀
八
拾
三
匁
三
分
八
り 

 

三
四
月
分
取 

七
月
十
六
日 
一
百
廿
一
匁
五
分 

 
 
 
 

五
閏
六
三
ケ
月
分
取 

九
月
九
日 

 

一
銀
八
拾
壱
匁
三
分
六
り 

 

七
八
月
分
受
取 

十
一
月
六
日 

一
銀
八
拾
壱
匁 

 
 
 
 
 

九
十
月
分
受
取 

七
月
十
八
日 

一
金
弐
両
壱
分 

 
 
 
 
 

請
取 

七
三
三
が
へ
代
銀
百 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
十
四
匁
九
分
弐
り 

九
月
十
四
日 

一
金
壱
両
弐
朱 

 
 
 
 
 

請
取 

七
弐
八 

 

代
銀
銀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
拾
壱
匁
九
分 

十
一
月
三
日 

一
八
拾
壱
匁
三
分
六
り 

 
 
請
取 

正
月
廿
四
日 

一
八
拾
壱
匁
三
分
六
り 
 
 

請
取 

三
月
十
一
日 

一
八
拾
弐
匁
壱
分
弐
り 

 
 

請
取 

五
月
九
日 

 

一
八
拾
三
匁
弐
分
五
り 

 
 

請
取 

七
四
が
へ 

七
月
廿
日 

 

一
銀
八
拾
壱
匁
三
分
六
り 

 

請
取 

九
月
十
五
日 

一
銀
八
拾
匁
三
分
弐
り 

 
 

請
取 

未
八
月
迄
さ
し
引
百 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
十
八
匁
弐
分
弐
り 

か
し 

十
一
月
三
日 

一
金
壱
両
弐
朱 

 
 
 
 
 

九
十
月
分
請
取 

七
四
八
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

銀
八
十
四
匁
壱
分
五
り 

申
正
月
廿
五
日 

一
金
壱
両
壱
分 

 
 
 
 

十
一
十
二
月
分
請
取 

七
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
代
銀
九
十
一
匁
八
分
七
り 

さ
し
引 

銀
百
四
十
四
匁
九
分
弐
り 

か
し 

申
三
月
四
日 

 

一
金
壱
両
弐
朱 

 
 
 
 

申
正
二
月
分
請
取 

七
四
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
銀
八
十
三
匁
八
分
一
り 

五
月
十
八
日 

 

一
金
壱
両
三
分 

 
 
 
 

三
閏
四
三
ヶ
月
分
之
内
受
取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
九
二
代
銀
百
廿
一
匁
壱
分 

八
月
十
三
日 

 

一
金
壱
両
三
朱 

 
 
 
 

五
六
月
分
受
取 

七
一
が
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
銀
八
十
四
匁
三
分
一
り 

九
月
十
一
日 

 

一
金
壱
両
三
朱 

 
 
 
 

七
八
月
分
受
取 

七
一
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
銀
八
十
四
匁
六
分
六
り 

十
一
月
二
日 

 

一
金
壱
両
弐
朱 

 
 
 
 

九
十
月
分
受
取 

七
弐
が
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
八
拾
壱
匁 

 

酉
正
月
九
日 

 

一
金
壱
両
弐
朱 

 
 
 
 

十
一
十
二
月
分
受
取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
弐
が
へ
代
銀
八
拾
壱
匁 

 

桝
屋
伊
兵
衛

 
 

（
８
） 

安
政
弐
卯
年
十
月 

預
ヶ
金
拾
両 

代
銀
七
百
拾
四
匁 

利
息
月
三
百
文

ッ
ゝ 

 

此
分
利
息
滞
候
ハ
ゝ
月
々
利
ニ
利
ヲ
付
候 

安
政
三
辰
十
月 

 

預
ヶ
金
四
両 

代
銀
弐
百
八
拾
六
匁 

利
息
月
百
廿
文

ッ
ゝ 

右
同
断 

安
政
三
辰
十
一
月 

預
ヶ
銀
五
貫
目 

 

利
息
月
銀
四
拾
匁
ッ
ゝ 
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右
同
断 

巳
正
月
晦
日 

 

一
三
貫
文 

 
 
 

拾
両
之
利
辰
四
月

巳
正
月
迄
入 

同 
 
 
 
 
 

一
四
百
八
十
文 

 

四
両
之
利
辰
十
一
十
二
巳
正
三
ヶ
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
入 

同 
 
 
 
 
 

一
拾
二
百
文 

 
 

五
貫
匁
之
利
利
辰
十
一
十
二
巳
正
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヶ
月
分
入 

同 
 
 
 
 
 

一
銀
五
貫
匁
金
拾
四
両 

元
銀
三
口
返
り 

〆
出
入
相
済 

 

桝
屋
伊
兵
衛
は
長
町
に
住
み
、
帯
屋
喜
兵
衛
と
昵
懇
の
間
柄
で
あ
る
。
同
じ
木

賃
宿
を
営
ん
で
い
た
し
、
住
居
も
近
隣
だ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
安
政
二
年
十
月
に
金
拾
両
、
安
政
三
年
十
月
に
も
金
四
両
、
更
に

同
年
十
一
月
に
銀
五
貫
目
を
預
け
た
。
し
か
し
、
三
件
と
も
利
息
が
滞
り
支
払
え

な
く
な
っ
た
。
月
三
百
文
の
利
息
が
払
え
ず
、
翌
年
に
借
金
を
し
た
が
、
や
は
り

月
百
二
十
文
の
利
息
が
払
え
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
翌
月
重
ね
て
借
金
を
す
る
が

こ
と
ご
と
く
返
済
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
利
息
に
も
利
子
が
つ
く
羽
目
に

な
っ
た
。
利
息
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

巳
正
月
晦
日
に
銀
五
貫
匁
金
拾
四
両
が
戻
り
、
出
入
り
が
す
ん
だ
。 

 

播
磨
屋
吉
五
郎

 
 

（
９
） 

同
柴
次
郎 

代
判
吉
五
郎 

安
政
二
卯
年
九
月 

連
印
預
ヶ
銀
四
貫
目 

 

利
息
月
ニ
銀
四
拾
匁
ッ
ゝ 

安
政
五
巳
八
月 

元
利
四
貫
百
廿
目
出
願 

然
ル
処 

午
十
一
月
十
三
日
対
談
行
届 

銀
弐
貫
目 

当
時
返
済
受
取 

さ
し
引
二
貫
百
廿
目 

来
ル
未
年
三
月
迄
か
し
延 

新
證
文
ニ
改
メ
候 

但
□
中
利
息 

銀
六
百
目
ハ
樫
惣
年
賦
江
も
り
込
み 

廿
ヶ
年
割
戻
ニ
而
受

取
約
定 

午
十
一
月
十
三
日 

 

安
政
二
年
九
月
に
播
磨
屋
吉
五
郎
、
同
柴
次
郎
の
両
名
に
銀
四
貫
目
を
預
け
た
。

連
印
預
ヶ
銀
と
は
、
播
磨
屋
吉
五
郎
、
同
柴
次
郎
に
対
し
て
連
名
で
預
け
た
こ
と

の
名
称
と
云
え
る
。
そ
の
後
、
三
年
の
間
に
利
息
を
支
払
っ
た
り
滞
っ
た
り
し
て

い
た
。
帯
屋
は
何
度
と
な
く
播
磨
屋
に
利
息
の
支
払
い
及
び
預
け
銀
の
返
済
に
掛

け
合
っ
た
。
し
か
し
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
話
し
合
っ
て
も
埒
が
あ
か
ず
、

仕
方
な
く
安
政
五
年
八
月
に
元
利
併
せ
て
四
貫
百
廿
目
の
返
済
を
出
願
し
た
。
そ

の
結
果
、
午
十
一
月
十
三
日
に
先
方
と
対
談
し
、
銀
弐
貫
目
を
返
済
し
て
も
ら
っ

た
。
残
金
の
二
貫
百
廿
目
に
つ
い
て
は
、
未
年
三
月
迄
貸
す
こ
と
に
な
り
、
新
証

文
を
作
成
し
た
。 

 

樫
木
屋
惣
兵
衛
殿

 
 

（

） 

弐
口
預
ヶ
銀
三
貫
目 

同
金
五
両 

四
口
利
合
□
ニ
三

貫
五
百
文
ッ
ゝ
定 

右
三
口
共 

安
政
四
巳
年
八
月
出
願 

然
ル
処 

木
津
屋
連
印
之
壱
貫
目
ニ
利
息
三
十
目 

当
時
返
済
受
取 

午
十

一
月
十
三
日
受
取 

右
願
中
利
息
百
八
拾
目
外
ニ
銀
弐
貫
目
元
利 

同
金
五
両
元
利
共 

廿
ヶ
年 

年
賦
ニ
用
捨
新
證
文
ニ
改
候 

午
十
一
月
十
三
日 
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樫
木
屋
惣
兵
衛
も
桝
屋
伊
兵
衛
と
同
じ
長
町
在
住
者
で
木
賃
宿
経
営
者
で
あ
る
。

月
の
利
息
銭
三
貫
五
文
の
返
済
が
厳
し
く
、
滞
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
願
す
る
迄

は
話
し
合
い
が
継
続
さ
れ
た
が
、
帯
屋
の
思
う
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
安
政

四
年
八
月
に
出
願
し
、
樫
木
屋
と
木
津
屋
が
連
印
し
た
預
け
銀
壱
貫
目
、
及
び
利

息
銀
三
十
目
を
返
済
し
て
も
ら
っ
た
。
出
願
中
、
利
息
百
八
拾
目
と
元
利
併
せ
て

銀
弐
貫
目
・
銀
弐
貫
目
を
二
十
年
の
年
賦
に
用
捨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
新
証
文
に
し
た
。 

 

堺
屋
定
右
衛
門

 
 

（

） 

安
政
五
午
五
月
な
だ
や
伊
助
殿
入
用
ニ
付
堺
貞
殿
へ
貸
返

済
方
一
ヶ
月
ニ
銀
五
拾
匁
元
崩
し
元
入
之
度
々
利
息
減
少
約
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

預
ヶ
銀
壱
貫
目 

此
り
月
壱
分
之
定 

 

安
政
五
年
五
月
に
な
だ
や
伊
助
が
金
子
入
用
に
な
り
、
な
だ
や
に
貸
さ
ず
、
堺

屋
定
右
衛
門
に
貸
し
、
返
済
方
法
は
、
一
ヶ
月
に
銀
五
十
目
を
返
済
す
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
元
崩
し
と
称
し
て
銀
一
貫
目
か
ら
一
か
月
分
銀
五
十
目
が
返
済

さ
れ
る
と
、
残
額
は
銀
九
百
五
十
目
に
な
る
。
次
月
に
同
額
を
返
済
す
る
と
、
残

額
は
銀
九
百
目
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
な
る
と
利
息
も
減
少
し
て
い
き
、
返
済
し

や
す
く
な
る
。
帯
屋
は
な
だ
や
を
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
直
接
貸
さ
な
か

っ
た
。
堺
屋
へ
迂
回
し
て
貸
付
た
の
も
こ
の
証
文
の
面
白
さ
で
も
あ
る
。 

 

八
幡
屋
伊
兵
衛

 
 

（

） 

安
政
二
卯
年
三
月 

預
ヶ
金
弐
両 

代
銀
百
三
十
六
匁 

此
り
月
壱
匁
弐
分
六
り
ッ
ゝ 

右
元
利
之
内 

午
七
月
五
日 

金
壱
両
弐
歩
受
取 

さ
し
引
残
り
用
捨 

相

済 

 

安
政
二
年
三
月
に
八
幡
屋
伊
兵
衛
に
対
し
て
預
ヶ
金
弐
両
を
預
け
た
が
、
約
定

で
は
月
壱
匁
弐
分
六
り
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
八

幡
屋
伊
兵
衛
が
ど
の
よ
う
な
身
分
で
ど
の
よ
う
な
商
売
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
僅
か
銀
壱
匁
弐
分
六
り
が
滞
る
よ
う
な
商
売
は
、
小
さ
な
商
売
と
し
か

云
え
な
い
。
出
訴
し
な
か
っ
た
が
、
話
し
合
い
は
継
続
し
な
が
ら
三
年
余
月
を
経

過
し
た
時
点
で
決
着
し
た
。
預
ヶ
金
弐
両
に
対
し
て
、
午
七
月
五
日
に
金
壱
両
弐

歩
を
受
取
る
。
金
二
歩
と
滞
っ
た
利
息
分
の
処
置
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〈
さ
し
引
残
り
用
捨
〉
の
意
味
は
預
け
金
の
二
歩
は
用
捨
す
る
。
こ
こ
で
は
表
記

さ
れ
て
い
な
い
が
滞
っ
た
利
息
も
用
捨
し
て
も
ら
っ
た
、
と
理
解
し
た
方
が
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
き
て
、
相
済
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

天
王
寺
北
組
村
借

 
 

（

） 

連
判 

庄
屋
善
兵
衛 

年
寄
喜
左
衛
門 

同
久
右
衛
門 

同
新
左
衛
門 

同
久
右
衛
門 

同
籐
兵
衛 

〆 

嘉
永
六
丑
年
十
二
月
切
替 

預
ヶ
銀
八
貫
三
百
目 

利
息
月
銀
五
拾
八
匁
壱

分
ッ
ゝ 

元
利
相
済 

 

天
王
寺
北
組
に
預
ヶ
銀
八
貫
三
百
目
と
あ
る
。
天
王
寺
北
組
は
預
か
っ
て
い
る
、

と
い
う
認
識
は
な
く
、
村
借
の
思
い
が
強
く
出
て
い
る
。
庄
屋
善
兵
衛
以
下
五
名

の
連
判
に
な
っ
て
い
る
。 

 

嘉
永
六
丑
年
十
二
月
切
替
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
預
け
て
い
る
。
天
王
寺
北

組
側
か
ら
言
え
ば
借
り
て
い
た
が
、
利
息
を
返
済
で
き
ず
に
き
て
、
帯
屋
か
ら
は
、

利
息
の
督
促
が
何
度
と
な
く
あ
り
、
利
息
に
利
が
乗
り
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
態
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に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
こ
に
は
出
て
い
な
い
が
、
質
に
田
畑
・
家
屋
を
取
っ
て
い

て
、
そ
の
名
義
を
村
人
の
所
有
者
か
ら
帯
屋
に
切
り
替
え
た
。
こ
の
こ
と
で
元
利

を
一
気
に
返
済
し
た
話
で
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

和
泉
屋
庄
次
郎

 
 

（

） 

嘉
永
七
寅
年
七
月 

預
ヶ
銀
弐
百
三
匁
弐
分
五
り 

此
り

弐
匁
三
り 

但
長
町
八
丁
目 

紀
の
国
屋
卯
兵
衛
殿
へ 

元
銀
三
百
匁
ハ
右
泉
屋
庄
次
郎

殿
之
銀
子
ニ
而
右
貸
附
銀
弐
百
三
匁
弐
分
五
り 

さ
し
引
相
成
候
事
併
き
の

国
屋
殿

御
弁
金
無
之
内
ハ
勝
手
ニ
而
も
左
之
通
さ
し
引
相
立
不
候
事 

 

預
ヶ
銀
弐
百
三
匁
弐
分
五
り
は
紀
の
国
屋
卯
兵
衛
に
対
す
る
〈
預
ヶ
銀
〉
で
あ

る
。
し
か
し
、
帯
屋
は
貸
附
銀
の
認
識
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
認
識
の
ズ
レ
は
冒

頭
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
嘉
永
七
年
七
月
に
紀
の
国
屋
卯
兵
衛
に
預

ヶ
銀
を
し
て
い
た
が
、
利
息
が
滞
る
か
、
あ
る
い
は
元
銀
を
返
済
し
て
も
ら
え
ず
、

悶
々
と
し
て
い
た
。
和
泉
屋
庄
次
郎
と
紀
の
国
屋
卯
兵
衛
と
帯
屋
の
関
係
は
不
明

だ
が
、
和
泉
屋
庄
次
郎
が
三
百
匁
を
出
し
、
預
ヶ
銀
の
弐
百
三
匁
弐
分
五
り
と
決

済
し
て
立
替
え
た
和
泉
屋
庄
次
郎
と
紀
の
国
屋
と
の
〈
さ
し
引
〉
が
成
立
し
て
終

わ
り
と
な
る
。
だ
が
、
帯
屋
は
紀
の
国
屋
に
対
し
て
貸
借
が
終
了
し
た
と
思
っ
て

い
な
い
。
紀
の
国
屋
か
ら
弁
済
さ
れ
な
い
内
は
、
〈
さ
し
引
〉
が
成
立
し
た
と
考
え

て
い
な
い
。
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
〈
勝
手
ニ
而
も
〉
と
云
う
言
葉
で
あ
る
。

普
通
は
、
金
が
戻
っ
て
来
る
と
問
題
は
解
決
す
る
筈
だ
が
、
執
拗
に
紀
の
国
屋
か

ら
の
弁
金
を
迫
る
理
由
と
し
て
、
帯
屋
と
紀
の
国
屋
と
の
感
情
の
縺
れ
が
あ
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

生
玉
社
地
丸
屋
清
兵
衛
同
店
播
磨
屋
惣
次
郎
相
手
取
安
政
六
未
三
月
立
替
銀

五
貫
四
百
五
十
目
此
利
巳
閏
五
月

未
二
月
迄
一
貫
百
九
十
目
都
合
六
貫
六

百
四
十
九
匁
願
立
候
処
段
々
取
調
相
成
実
父
長
堀
十
丁
目
和
泉
屋
理
兵
衛
へ

済
方
被
為
仰
付
右
利
兵
衛

程
々
対
談
及
元
銀
五
貫
四
百
五
十
目
之
内
へ
当

銀
弐
貫
目
受
取
然
銀
三
貫
四
百
五
十
目
五
ヶ
年
無
利
息
年
賦
用
捨
し
利
息
滞

之
ゆ
へ
当
時
七
百
五
十
目
受
取
残
り
用
捨 

右
未
六
月
十
五
日
金
子
受
取
十
六
日
済
口
相
成
候
事 

 

右
の
一
文
を
整
理
し
て
み
る
。
生
玉
社
地
に
あ
る
丸
屋
清
兵
衛
店
、
そ
こ
で
働

い
て
い
る
播
磨
屋
惣
次
郎
を
相
手
に
出
訴
し
た
。
内
容
は
丸
屋
が
播
磨
屋
に
対
し
、

銀
五
貫
四
百
五
十
目
の
立
替
を
し
、
更
に
安
政
四
年
の
閏
五
月
か
ら
安
政
六
年
二

月
ま
で
の
期
間
が
二
十
二
ヶ
月
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
立
替
銀
五
貫
四
百
五
十
目

の
利
息
が
一
貫
百
九
十
目
と
あ
る
は
、
九
匁
を
省
い
て
い
る
。
実
際
は
一
貫
百
九

十
九
匁
で
、
逆
算
す
る
と
、
一
貫
百
九
十
九
匁
を
二
十
二
ヶ
月
で
割
る
と
五
四
・

五
に
な
る
。
こ
の
数
字
を
五
貫
四
百
五
十
目
で
割
る
と
〇
・
〇
一
に
な
り
、
金
利

は
月
壱
分
と
な
る
。
結
局
、
元
利
銀
六
貫
六
百
四
十
九
匁
の
返
済
を
求
め
て
出
願

し
た
。
よ
く
調
査
す
る
と
播
磨
屋
の
実
父
が
和
泉
屋
理
兵
衛
な
の
で
あ
る
。 

 

実
父
の
和
泉
屋
理
兵
衛
と
借
財
の
返
済
を
す
る
よ
う
に
、
役
所
の
指
示
が
あ
り
、

実
父
と
話
し
合
い
の
結
果
元
銀
の
内
、
銀
弐
貫
目
を
返
済
し
、
残
額
の
銀
三
貫
四

百
五
十
目
を
五
年
間
無
利
息
の
年
賦
に
な
っ
た
。
滞
っ
た
利
息
一
貫
百
九
十
九
匁

の
内
、
銀
七
百
五
十
目
を
返
済
し
、
残
り
の
銀
四
百
四
十
九
匁
が
用
捨
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
記
録
だ
け
で
は
帯
屋
と
丸
屋
の
貸
借
関
係
は
な
い
。
し
か
し
、
左
記
の
記
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録
か
ら
丸
屋
の
立
替
銀
を
帯
屋
が
肩
代
わ
り
を
し
た
か
、
帳
面
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
以
前
、
丸
屋
に
立
替
銀
と
同
額
の
金
額
を
用
立
て
し
た
可
能
性
は
あ
る
。 

長
堀
拾
丁
目 

和
泉
屋
利
兵
衛 

生
玉
社
地
丸
屋
清
兵
衛
同
店
播
磨
屋
惣
次

郎 
 

安
政
六
未
六
月
年
賦
元
銀
三
貫
四
百
五
拾
目 

月
ニ
銀
五
拾
七
匁
五
分
ッ
ゝ 

 

常
安
橋 

柳
川
蔵
屋
敷

 
 

（

） 

御
留
守
居
役
石
松
安
兵
衛
殿 

御
銀
役
沖
平
太
殿 

安
政
四
巳
年
二
月
取
組 

 
一
預
ヶ
銀
弐
拾
貫
目 

利
息
月
八
朱
之
定 

巳
ノ
四
月
五
日 

一
銀
五
貫
目 
元
銀
之
内
江
請
取 

同 

一
同
百
弐
拾
匁 

右
五
貫
匁
之
利
息
二
三
四
三
ヶ
月
分
受
取 

 

柳
河
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
か
ら
、
御
留
守
居
役
石
松
安
兵
衛
と
御
銀
役
沖
平
太
の

両
名
が
借
銀
を
頼
み
に
来
た
。
幕
末
に
な
り
、
各
藩
と
も
財
政
が
悪
化
し
て
お
り

両
替
屋
以
外
か
ら
も
借
入
れ
る
所
か
ら
借
り
る
方
針
と
い
う
の
は
窺
い
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
金
利
の
月
八
朱
は
安
い
方
で
あ
る
。
質
物
を
取
れ
ば
こ
の
金
利
に
な

る
。
安
政
四
年
二
月
に
取
組
み
、
同
年
四
月
五
日
に
五
貫
目
返
済
し
て
も
正
味
三

ヶ
月
分
の
利
息
銀
百
弐
拾
匁
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

同 

柳
川
蔵
屋
敷

 
 

（

） 

安
政
四
巳
年
四
月 

一
預
ヶ
銀
五
貫
目 

利
息
月
ニ
八

朱
之
定 

当
月
廿
日
始
り 

午
十
二
月
廿
八
日
受
取 

一
銀
八
百
目 

巳
四
月

午
十
二
月
迄
閏
月
共
廿

弐
ヶ
月 

八
拾
匁
不
足
か
し 

 

但
證
文
書
替
来
ル
五
月
切
返
済 

未
十
二
月
三
十
日 

一
銀
五
貫
弐
百
目 

元
利
受
取 

約
定
手
形
ニ
而 

巳
年
分
扶
持
方 

十
五
俵
之
内 

拾
俵 

滞
分
□
相
成 

右
代
銀
四
百
三
十

三
匁
三
分
三
り
受
取 

申
五
月
四
日 

右
ニ
付
米
方 

玉
井
政
之
助
様 

金
村
長
兵
衛
様
両
□
□ 

同 

金
弐
百
疋
ッ
ゝ
御
礼 

此
代
七
拾
弐
匁
出
銀 

 

二
十
二
ヶ
月
の
利
息
は
銀
八
百
八
十
目
に
な
る
。
午
十
二
月
廿
八
日
に
銀
八
百

目
を
支
払
い
、
不
足
の
八
拾
目
は
借
り
る
こ
と
に
な
る
。
證
文
を
切
替
え
、
不
足

の
八
拾
目
は
未
五
月
限
り
の
返
済
と
す
る
。
両
替
屋
さ
な
が
ら
に
玉
井
・
金
村
は

金
弐
百
疋
ず
つ
を
お
礼
に
受
取
っ
て
い
る
。 

 

同 

柳
川
蔵
屋
敷

 

（

） 

安
政
四
巳
年
四
月
取
組 

一
銀
拾
五
貫
目 

廻
米
弐
百
石
引
当
船
着
次
第
三
日
合
直
段

二
匁
五
分
落
ニ
而
買
取
之
約
定 

巳
之
七
月
廿
四
日
入 

 

一
銀
一
貫
七
百
七
拾
匁 

 

廿
石
代
受
取 

同 
 
 

廿
六
日
入 

 

一
同
八
百
七
拾
匁 

 
 
 

拾
石
代
受
取 

 
 

八
月
三
日
入 

 
 

一
同
一
貫
七
百
九
拾
匁 

 

廿
石
代
受
取 

 
 

九
月
十
九
日
入 

 

一
同
九
百
拾
五
匁 

 
 
 

拾
石
代
受
取 

 
 

十
月
十
三
日
入 

 

一
同
九
百
拾
匁 

 
 
 
 

十
石
代
受
取 

同 
 
 

廿
二
日
入 

 

一
同
二
貫
五
百
六
拾
五
匁 

廿
石
代
受
取 

 

十
一
月
九
日
入 

 
 

一
同
八
百
七
拾
三
匁 

 
 

拾
石
代
受
取 

午 

二
月
三
十
日
入 

 

一
同
一
貫
拾
匁 

 
 
 
 

拾
石
代
受
取 

四
月
廿
一
日
入 

 

一
銀
七
百
目 

 

四
月
廿
七
日
入 

 

一
金
弐
両 

 
 
 
 
 
 

拾
石
代
受
取 
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五
月
五
日
入 

 
 

一
金
弐
両 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
口
代
銀
弐
百
八
拾
八
匁 

未
四
月
廿
二
日 

 
 
 

一
銀
一
貫
五
拾
目 

 
 
 

並
米
拾
石
代 

未
七
月
十
四 

 
 
 
 

一
銀
壱
貫
拾
匁 

 
 
 
 

並
米
拾
石
代 

 

こ
の
事
例
は
〈
預
ヶ
銀
〉
と
関
係
な
い
。
米
切
手
を
引
当
て
に
し
て
銀
拾
五
貫

目
を
受
取
っ
て
い
る
。
正
確
に
は
、
米
切
手
を
担
保
に
し
て
借
り
た
の
で
あ
る
。

四
月
三
日
に
廻
米
の
船
が
到
着
す
る
。
そ
の
時
の
値
段
よ
り
二
匁
五
分
落
ニ
而
買

い
取
る
約
束
を
し
て
い
る
。 

 

二
、
井
原
西
鶴
が
書
い
た
〈
預
ヶ
銀
〉 

 

小
学
館
の
『
井
原
西
鶴
集
三
』
の

（

） 

頭
注
か
ら
始
め
る
と
す
る
。
校
注
者
の
谷
脇

理
史
・
神
保
五
彌
・
暉
崚
康
隆
達
の
定
義
に
よ
る
と
、
預
り
銀
は
無
期
限
無
利
子

が
原
則
だ
が
、
い
つ
で
も
返
済
す
る
と
証
文
に
書
き
入
れ
る
。
し
か
し
誠
実
に
履

行
し
な
い
た
め
、
訴
訟
沙
汰
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

 

確
か
に
帯
屋
の
「
金
銀
出
入
帳
」
を
見
る
と
、
出
願
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。 

 

「
無
期
限
無
利
子
が
原
則
だ
が
」
と
云
っ
て
い
る
が
、
無
期
限
・
無
利
子
で
貸

す
酔
狂
な
人
は
い
な
い
。
〈
預
ヶ
銀
〉
を
字
義
通
り
解
釈
し
て
い
る
。
期
限
は
預
け

る
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
金
利
も
担
保
の
有
無
や
返
済
の
実
績
、
利
息
の
滞
り
の

有
無
な
ど
で
、
変
わ
っ
て
く
る
。
せ
っ
か
く
證
文
を
作
成
す
る
の
に
、
期
限
・
利

子
の
有
無
を
記
載
し
な
け
れ
ば
證
文
の
意
味
が
な
い
。
こ
の
解
釈
は
受
け
入
れ
難

い
。
帯
屋
の
「
金
銀
出
入
帳
」
で
は
月
七
朱
か
ら
月
壱
分
ま
で
と
高
額
に
な
っ
て

い
る
。 

  

同
じ
『
井
原
西
鶴
集
三
』
「
世
間
胸
算
用
」
か
ら
引
用
す
る
。 

 

そ
の
賢
き
や
つ
が
こ
の
儲
け
に
く
い
金
銀
を
、
乞
ひ
つ
め
ら
る
る
借
銀
、
目

安
付
け
ら
れ
し
預
り
銀
の
か
た
へ
は
済
さ
ず
し
て
、
大
分
物
入
り
の
正
月
を

請
け
あ
ひ
、
万
事
の
入
用
を
、
は
や
極
月
十
三
日
に
こ
と
は
じ
め
と
て
つ
か

は
し
け
る
。 

右
の
訳
文
は
左
に
掲
載
す
る
。 

そ
の
賢
い
奴
が
、
こ
の
儲
け
に
く
い
金
を
、
う
る
さ
く
催
促
さ
れ
る
借
金
や
、

訴
え
ら
れ
て
い
る
借
金
を
返
さ
な
い
で
、
多
額
の
費
用
が
い
る
正
月
買
い
を

引
き
受
け
、
万
事
の
費
用
を
、
も
う
十
二
月
十
三
日
に
事
始
め
と
い
っ
て
渡

す
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
〈
預
り
銀
〉
と
云
う
言
葉
が
で
て
く
る
。
こ
の
〈
預
り
銀
〉
と
〈
預
ヶ

銀
〉
は
、
立
場
に
よ
る
違
い
を
言
葉
使
い
で
、
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
、
〈
訴

え
ら
れ
て
い
る
借
金
を
返
さ
な
い
で
、
〉
と
あ
る
の
は
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
考

え
れ
ば
、
預
け
て
い
る
金
が
無
期
限
・
無
利
子
の
条
件
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態

を
招
く
こ
と
が
少
な
い
。
預
け
て
い
る
方
が
お
金
に
余
裕
が
あ
る
か
ら
、
無
期

限
・
無
利
子
で
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
あ
る
と
す
れ
ば
預
け
先
が
倒
産
す
る

こ
と
に
よ
り
、
資
金
繰
り
が
悪
化
し
、
そ
の
為
に
預
け
て
い
る
金
の
返
金
問
題
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
。
し
か
し
、
普
通
小
さ
な
物
を
預
け
る
場
合
、
当
方
の
都
合
で

二
ヶ
月
預
か
っ
て
欲
し
い
と
か
三
ヶ
月
預
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
普
通
で
あ

る
。
ま
し
て
大
切
な
〈
金
〉
を
預
け
る
か
ら
、
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
て
当
然
で

あ
る
。
そ
れ
に
名
前
は
〈
預
ヶ
銀
〉
だ
が
、
実
態
は
貸
附
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
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る
と
利
率
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
も
当
た
り
前
だ
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

朝
か
ら
日
の
く
る
る
ま
で
、
よ
の
事
な
し
に
身
過
の
沙
汰
、
中
に
も
借
銀
の

慥
か
な
る
借
手
を
吟
味
し
て
、
一
日
も
銀
を
あ
そ
ば
さ
ぬ
思
案
を
め
ぐ
ら
し

け
る
。 

 

朝
か
ら
日
の
暮
れ
る
ま
で
、
他
の
事
は
話
さ
ず
世
渡
り
の
話
、
中
で
も
貸
し
金

の
確
か
な
借
り
手
を
調
査
し
、
一
日
も
金
を
遊
ば
せ
な
い
思
案
を
め
ぐ
ら
し
て
い

る
。 こ

の
話
は
現
在
で
も
通
用
し
て
い
る
し
、
金
融
会
社
が
金
を
貸
し
出
す
基
準
を

独
自
で
持
っ
て
い
る
。
支
払
い
能
力
を
査
定
す
る
の
も
現
在
で
は
当
然
と
、
云
っ

た
感
じ
だ
が
、
元
禄
時
代
、
と
り
わ
け
大
阪
が
日
本
全
国
を
経
済
的
に
牛
耳
っ
て

い
た
姿
も
実
感
が
伴
う
。
〈
貸
し
金
の
確
か
な
借
り
手
〉
は
、
窮
乏
し
て
い
な
い
大

名
達
も
候
補
に
挙
が
る
が
、
富
裕
な
商
人
達
も
そ
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
者
ど
も
が
手
前
よ
ろ
し
く
な
り
け
る
は
じ
め
、
利
銀
取
込
み
て
の
分
限

な
れ
ば
、
「
今
の
世
の
商
売
に
、
銀
か
し
屋
よ
り
外
に
よ
き
事
は
な
し
。
」 

 

こ
の
連
中
が
家
計
が
よ
く
な
っ
た
も
と
は
、
金
を
貸
し
て
利
息
の
金
を
取
っ
て

の
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
金
持
だ
か
ら
、「
今
の
世
の
商
売
で
は
金
貸
し
屋
よ
り
他

に
よ
い
商
売
は
な
い
。
」 

 

金
貸
し
屋
が
流
行
る
の
は
、
経
済
が
良
好
で
あ
る
か
ら
設
備
投
資
も
盛
ん
に
な

り
、
金
を
借
り
て
も
十
分
返
済
で
き
る
宛
て
と
余
裕
が
あ
っ
た
。
そ
の
為
、
金
が

う
ま
く
廻
っ
て
い
た
。
余
剰
の
金
は
、
貸
付
先
の
商
店
の
調
査
を
十
分
で
あ
れ
ば

安
心
し
て
貸
し
出
せ
る
。 

 

ま
づ
あ
れ
に
は
、
一
両
年
二
貫
目
ば
か
り
預
け
て
見
て
、
そ
れ
に
別
の
事
な

く
ば
、
又
四
貫
目
程
五
六
年
も
し
て
、
慥
か
な
る
事
を
見
と
ど
け
て
の
二
十

貫
目
」
と
い
へ
ば
、
一
座
「
こ
れ
も
つ
と
も
」
と
同
音
に
申
す
。 

 

ま
ず
あ
の
家
に
は
、
一
、
二
年
二
貫
目
ば
か
り
預
け
て
み
て
、
そ
の
金
に
別
状

な
け
れ
ば
、
ま
た
四
貫
目
ほ
ど
五
、
六
年
も
貸
し
、
確
か
な
借
り
手
と
見
定
め
て

か
ら
二
十
貫
目
を
貸
す
こ
と
で
す
」
と
言
う
と
、
一
座
の
連
中
が
、「
こ
れ
は
も
っ

と
も
な
お
話
」
と
同
音
に
言
っ
た
。 

 

こ
の
話
は
現
実
的
な
出
来
事
と
し
て
う
け
と
れ
る
。
西
鶴
は
、
前
の
話
で
金
を

貸
付
け
る
時
、
貸
付
先
の
調
査
を
す
る
と
云
う
。
そ
の
話
も
も
っ
と
も
な
話
と
し

て
う
け
と
れ
る
。
一
、
二
年
は
二
貫
目
を
預
け
て
様
子
を
見
る
。
こ
の
様
子
と
は
、

月
々
の
利
息
の
返
済
が
滞
ら
な
い
か
見
て
い
る
。
そ
れ
が
大
丈
夫
な
ら
銀
四
貫
目

を
五
、
六
年
貸
し
て
様
子
を
見
る
。
や
は
り
利
息
が
滞
ら
な
け
れ
ば
、
始
め
て
確

実
な
借
り
手
と
判
断
す
る
。
こ
こ
は
話
の
筋
だ
か
ら
大
き
な
金
額
を
呈
示
し
て
い

る
が
、
現
実
は
危
険
を
分
散
す
る
か
ら
小
口
に
し
て
貸
付
け
る
。
こ
の
話
で
、
〈
確

か
な
借
り
手
と
見
定
め
て
か
ら
二
十
貫
目
を
貸
す
こ
と
で
す
〉
の
現
実
的
な
意
味

は
銀
四
、
五
貫
を
一
口
に
し
て
、
四
、
五
件
に
し
て
貸
す
こ
と
に
な
る
。 

 

「
こ
こ
が
大
事
の
胸
算
用
。
三
十
貫
目
の
銀
を
慥
か
に
六
に
し
て
預
け
て
、

毎
月
百
八
十
目
づ
つ
を
さ
ま
れ
ば
、（
後
略
） 

 

「
こ
こ
が
大
事
の
胸
算
用
で
す
よ
。
三
十
貫
目
の
持
参
金
を
、
た
し
か
に
月
六
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厘
の
利
息
で
預
け
て
、
毎
月
百
八
十
匁
ず
つ
は
い
っ
て
く
れ
ば
、
嫁
入
り
時
の
持

参
金
を
運
用
す
る
話
で
、
銀
三
十
貫
目
の
持
参
金
を
〈
月
六
厘
の
利
息
〉
で
毎
月

百
八
十
匁
に
な
る
と
、
神
保
五
彌
の
訳
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
月
六
厘
で

は
、
十
八
匁
し
か
な
い
。
西
鶴
の
誤
算
か
。
近
世
の
大
阪
の
利
息
で
は
年
利
も
あ

る
が
、
月
利
も
あ
る
。
年
利
よ
り
月
利
の
多
い
理
由
と
し
て
は
損
か
得
か
と
、
云

っ
た
こ
と
に
な
る
。
年
利
で
決
め
る
と
、
両
三
年
に
一
度
〈
閏
〉
が
入
る
か
ら
損

に
な
る
。
月
利
の
場
合
だ
と
〈
閏
〉
も
一
ケ
月
と
数
え
る
か
ら
、
た
だ
単
に
得
を

す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

年
利
は
、
割
（
十
分
の
一
）
分
（
百
分
の
一
）
厘
（
千
分
の
一
）
毛
（
万
分
の
一
）
と

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
千
分
の
一
で
も
月
利
に
朱
、
年
利
で
は
厘
が
あ

る
。
こ
の
辺
り
に
錯
誤
の
要
因
が
あ
る
。
月
利
の
率
は
、
割
（
十
分
の
一
）
分
（
百

分
の
一
）
朱
（
千
分
の
一
）
厘
（
万
分
の
一
）
と
右
記
の
と
お
り
だ
が
、
朱
を
略
し
て

〈
八
〉
と
か
〈
八
の
利
〉
と
云
っ
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
屈
か
ら
決
し

て
西
鶴
の
誤
算
で
は
な
く
、
訳
・
校
注
者
が
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

三
、
中
世
の
預
け
銀 

『
中
世
法
制
史
料
集
第
二
巻
室
町
幕
府
法
』

 

（

）

か
ら
も
引
用
し
て
み
る
。 

文
明
十
七 

一
あ
つ
か
り
状
事
、
一
向
無
理
平
之
義
者
、
預
状
之
段
勿
論
之
間
、
先
々
不

及
徳
政
之
沙
汰
候
、
雖
為
小
分
、
以
利
平
書
加
預
状
候
者
、
不
依
文
章
、
可

准
借
書
候
哉
、 

 

右
の
預
り
状
に
関
係
す
る
条
文
を
読
む
限
り
、
預
り
状
に
対
し
て
は
徳
政
を
行

わ
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
な
の
か
。
貸
借
関
係
に
利
息
が
発
生
す
る
の
は
古
代
か

ら
の
慣
例
で
あ
る
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
利
息
が
元
金
を
蝕
み
、
大
き
な
借
金
と

な
る
。
借
金
が
返
済
で
き
な
く
な
る
と
質
に
設
定
し
て
い
た
田
畑
を
取
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
慢
性
化
し
た
時
、
徳
政
令
が
発
布
さ
れ
る
。 

 

『
中
世
人
の
経
済
感
覚
』

 

（

）

で
は
中
世
の
利
息
制
限
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
「
勧

農
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
収
穫
を
行
っ
て
、
私
利
を
む
さ
ぼ
る
領
主
が
多
か
っ

た
の
も
事
実
で
あ
る
。
出
挙
の
利
息
は
一
〇
割
を
超
え
な
い
こ
と
、
ま
た
複
利
を

禁
ず
る
と
い
う
原
則
が
社
会
的
規
範
と
し
て
通
用
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
は
か

な
ら
ず
し
も
守
ら
れ
ず
、
し
ば
し
ば
禁
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」 

 

貸
借
に
利
息
が
付
い
て
い
る
か
ら
徳
政
令
の
対
象
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
「
預
け
銀
」
と
云
う
方
法
を
編
み
出
し
た
。
し
か
し
、
端
数
が
あ
る
と

「
預
け
銀
」
と
雖
も
徳
政
令
の
対
象
に
な
る
と
云
う
。
そ
の
理
由
は
端
数
そ
の
も

の
を
利
息
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
永
六
年
を
例
に
引
く
と
、
一
貫
五
百

五
文
の
う
ち
、
五
文
が
端
数
だ
か
ら
利
息
の
匂
い
が
す
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、

利
息
に
は
期
間
と
金
利
か
ら
簡
単
に
利
息
が
算
出
で
き
る
が
、
巧
妙
な
手
口
で

「
利
息
の
端
数
」
と
見
せ
な
い
預
け
状
な
ど
も
徳
政
令
の
対
象
に
し
て
い
た
。 

 

大
永

（

） 

六
年 

一
借
銭
ノ
時
雖
加
利
分
、
預
り
状
ニ
沙
汰
ノ
借
之
事
ア
リ
、
是
ハ
徳
政
不
行
、

利
平
ノ
沙
汰
無
之
故
也
、
但
、
ハ
シ
タ
ナ
ル
銭
ヲ
書
載
タ
ル
預
状
ハ
、
徳

政
ニ
破
ル
ヽ
也
、
喩
ハ
一
貫
五
百
五
文
等
、
如
此
之
預
状
ハ
徳
政
ニ
可
行

也
、
五
文
ト
ハ
シ
タ
ナ
ル
銭
ヲ
書
載
タ
ル
ハ
、
定
知
ヌ
、
前
々
ノ
利
平
ノ
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算
用
ヲ
沙
汰
シ
立
テ
後
預
タ
ル
故
也
云
々
、
又
徳
政
ノ
有
増
ヲ
聞
テ
、
前

ノ
借
状
ヲ
改
テ
預
状
ヲ
出
ス
時
、
来
月
ニ
テ
モ
、
来
々
月
ノ
状
ニ
テ
モ
、

沙
汰
シ
タ
ル
ハ
、
徳
政
ニ
可
行
也
、
徳
政
已
前
ノ
預
状
ナ
ラ
ハ
不
可
行
、

来
月
ノ
預
状
ニ
サ
ス
ル
事
、
定
知
ヌ
、
有
増
ヲ
聞
テ
、
徳
政
ヲ
恐
テ
、
借

状
ヲ
改
テ
預
状
ニ
サ
セ
タ
ル
事
露
顕
也
、
未
来
サ
ル
月
日
ヲ
載
ル
故
也
、

今
度
以
此
道
理
、
預
状
ヲ
破
ル
ヽ
事
ア
リ
、 

 

つ
ま
り
、
中
世
の
「
預
け
銀
」
は
国
語
辞
典
類
の
中
で
も
、
萌
芽
的
な
「
預
け

銀
」
か
ら
脱
出
し
て
、
利
息
を
と
る
「
預
け
銀
」
へ
と
進
化
し
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
室
町
幕
府
は
従
来
の
「
預
け
」
も
引
き
ず
っ
て
い
て
、
庶
民
は
そ
こ
に
付

け
込
ん
で
、
貸
借
を
預
け
銀
に
振
り
替
え
て
う
ま
く
世
渡
り
し
て
い
た
と
云
え
る
。 

 

（
1
）
筆
者
所
有
の
文
書
。
大
阪
は
長
町
八
丁
目
に
居
住
す
る
帯
屋
喜
兵
衛
。
貧
民
相

手
の
質
屋
・
木
賃
宿
を
営
な
み
、
そ
の
他
借
家
経
営
や
金
貸
し
、
家
質
な
ど
を
行

な
う
。
「
金
銀
出
入
帳
」
に
は
家
質
や
家
賃
・
預
け
銀
な
ど
の
金
銭
の
貸
付
・
返
済

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

（
2
）
『
広
辞
苑
第
三
版
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
。 

（
3
）
『
明
解
古
語
辞
典
』
、
三
省
堂
編
修
所
編
、
三
省
堂
一
九
六
四
年
。 

（
4
）
井
原
西
鶴
「
世
間
胸
算
用
」
（
野
田
光
辰
編
『
西
鶴
集
』
〔
日
本
古
典
文
学
大
系
〕
、

岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
。 

（
5
）
文
政
十
二
年
「
金
銀
出
入
帳
」
、
帯
屋
喜
兵
衛
。 

（
6
）
注
（
5
）
に
同
じ
。 

（
7
）
安
政
四
年
「
金
銀
出
入
帳
」
、
帯
屋
喜
兵
衛
。 

（
8
）
注
（
8
）
〜
（
17
）
は
注
（
7
）
と
同
じ
。 

（
18
）
井
原
西
鶴
「
世
間
胸
算
用
」
（
谷
脇
理
史
・
神
保
五
彌
・
暉
崚
康
隆
校
注
『
井
原

西
鶴
集
三
』
、
小
学
館
、
一
九
七
四
年
） 

（
19
）
『
中
世
法
制
史
料
集
第
二
巻
室
町
幕
府
録
』
、
佐
藤
進
二
・
池
内
義
資
編
、
岩
波

書
店
、
一
九
七
一
年
。 

（
20
）
『
中
世
人
の
経
済
感
覚
』
、
本
郷
恵
子
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
四
年
。 

（
21
）
注
（
19
）
に
同
じ
。 

  


